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妊娠後期から産後在院期間巾にかけての妊産婦の心理的変容
一質間紙による縦断的研究一

Women,sPsychologicalChangesfromLaterPregnancy

tothePeriodlmmediatelyafterDelivery

-LongitudinalStudyUsingQuestionnaires-

柴原宜幸

Ｙｂｓﾉｸiy"ﾉｬﾉＳﾉｸﾉbαﾉb(、Z

Ｔｈｉｓｓｔｕｄｖｅｘａｍｉｎｅｄｔｈｅｅｆｆｅｃｔｓｏｆｄeliveryonwomenjspsychologicalｃｈａｎｇｅｓ・IIere,tl1is

term0`delivery，，encompassednotoIllydelivervitsｅｌｆｌ〕uta1somothers,ｅｎｃｏｕｎｔｅｒｗｉｔｈ１ｔｏｕｃｈ

ｔｏａｎｄｓｕｃｋletotheirl1ewborns・Ｉｔｉｓｇｅｎｅｒａ]lythoughttl1atupbringingbegin＆immediately

afterdelivery，ｂｕｔｉｔｉｓｄｉＨｉｃｕｌｔｔｏｌｏｏｋｕｐｏｎｔｈｅｐｅriodinhospitalafterde1iveryasaprocess

ofupbringing・Ｆｒｏｍｔｈｉｓｐｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗ，ｔｗｏａｓｓｅｓｓｍｅｎｔｓｗｅｒｅｍａｄｅ：thefirstonewas

conductedinlaterpregnancy（Ｍ＝35.6weeks)：ｔｈｅｓｅｃｏｎｄｏｎｅｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｉｎｈｏｓｐｉtalafter

delivery（withinlweek)．

Theresultswereasfollows；１）newmothersshowedaemotionallyhighlightenedstate，

whichlcalled“theemotionalpeak''’２）ｔｈｅｙmodifiedsomeoftheirideasand3)theymodiHed

someoftheirlifestyIes・Especially，‘`ｔｈｅｅｍｏｔｉｏｎａｌｌ〕eak'，hasatheoreticalsignincance

becausepregnantwomenraiｓｅｄｔｈｅｉｒｅｍｏｔｉｏｎｅｖｅｎｉｎｃａｓｅｏｆｔｈｅfirstassessment、

Thesefindings，however、cannotpredictanymother･infantinteractioninthefuture・More

systematicstudyoveralongpeｒｉｏｄｏｆｔｉｍｅｉｓｎｅｅｄｅｄｉｎａｄｄｉｔｉｏｎｔｏtheoperationalizationof

theilI-definedconcept‘`maternity，，．

報告')がなされている。しかし，母性が時空間的に変わ

り得るものなら，それは喪失と考えるよりも発達的視

点から，母性の形成不全と考えた方がいいのではないか

と思われる。

では発逮的視点からすると，母性はどのように発達し

ていくと考えられているのであろうか。受胎認知から妊

娠過程全般を通して，というのが一般的な見解のようで

ある。即ち，一般に女性が持つ子どもに対する愛情と，

母親がわが子に抱く母性愛・母性意識とは本質的に異な

るものであり，それは，妊娠･出産･育児の過程を経て長

期に渡って形成されていく（牛島，１９７０：上田，1979)，

というのである。このことは，実証的研究からもある程

度確認されており，受胎によって一旦不適応な状況に追

い込まれるが（ホルモンの影響ももちろん無視できな

い)，約40週の妊娠期間のうちに徐々に適応がなされて

いき，最終的に心理的統合が達成される（九Nil，１９７８；

「母性喪失」このことばのもつ意味は非常に大きい。

この表現には，「母性」というのは絶対的なものであり，

その絶対的ならのが失われたことに対する驚きが含まれ

ている。しかし問題点が２つある。１つは，その絶対的

な母性とは一体何を指しているのか,という艇'１１１であり，

もう１つは，絶対視できるものなのか，という疑問であ

る。

詫摩と大日向（1976）は，母性を「男女両性の成体に

おける，広義の育児欲求および行為」と定義し，横断的

調査研究から，母性はその時代の社会的背景によって変

化するものであり，時代と共に育児労働への評価が低下

してきている，と報告している。つまり，育児形態では

なく，育児に対する構えが問題になっているのである。

彼らの定義を受け入れるなら，確かに母性は衰退してい

るのであろう。さらにこの問題については，養育拒否や

親としての準備性欠如といった形で，多方面からの臨床
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利島，１９８３；細井，1981)。

しかしながら，全ての者が一様にその経過を辿るとは

限らず，初期の妊娠に対する感情が，のちの育児に対す

る姿勢にまで影響を及ぼす可能性があり，妊娠に対する

自我関与の度合がその決定因となっていることを示唆し

た研究（大日向，1981）もある。このような観点に立つ

と，母性発達には，妊娠以前にその女性が漣得したある

種のパーソナリティこそが重要な要因になっていると考

えるのも譜ける。例えば，平井（1976）は，母性は，女

性が母親になる以前の生活史全般をその形成過程として

おり，中でも「思いやりの心」（彼は「共感的理解能力」

と呼んでいる）の発達を中核としている，という仮説の

もとに独特の論を展開している。

これまで，「母性とは何か」について何も答えていな

い，というより答えられないのが実情である。「母親の

愛情の質そのものには，ほとんど照明があてられてきて

いない」（大日向，1982）のである。筆者自身は「母親

が母親たること（あるいは女性が将来母親となること）

を受容し，積極的にＩｒＵ－視しようとする傾性｣2）と試論

的に定義しておきたい。このように定義することによっ

て，具現化された育児行動ではなく，その背後にある心

的作用に「母性」を求めることができる。さらIこ，母親

となる以前からの生活史を通して発達するもの，という

観点に立っていることが理解できよう。当然のことなが

ら「性(さが)」を意図しているのではない。

以上のように，「母性」なるものは，女性の全生涯

（あるいは一部）を通して形成されてくるものであり，

妊娠・出産・育児の過程が少なからぬ影響を与えてい

る，と考えられている。しかしながら，これまで出産と

いう事態は，妊娠過程から育児過程への単なる変換点と

してしか捉えられていない。このことは，出産が影響力

を持たない，ということを意味しているのでは決してな

い。母子の肉体的分離が生じ，子宮内で存在感を持って

いたものが，自身の肉眼で確かめられ，自身の手によっ

て触れることができる。このような経験が心理的変容に

貢献しないとは考えにくい。情緒面の変容はもちろんの

こと，もっと固定的な観念や生活設計の変更をも促すか

も知れない。加えて，出産後の在院期間中は，本来的意

味での育児過程ではなく，まだ自分が世話をされる側な

のである⑩。換言すれば，社会的現実の中での育児過程

は退院後から始まる，と考えられる。

本研究は，このような観点から，陣痛から産後在院期

間中を出産過程と捉え，出産という経験が，妊産婦の心

理にいかなる変容をもたらすのかを調べるために実施さ

第２８号１９８８

れた。また，先述のごとき理由から，「母性」なる用語

を意図的に避け，多義的になるのを承知の上で，「妊産

婦の心１Ｍ」という言葉を用いた。

方法

被調査者都内３ケ所及び大阪市内１ケ所の，４つの

総合病院の産婦人科において調査を実施した。調査期間

は，産前調査（以下［Ｉ］と略す）が１９８６年９～10月

であり，産後調査（以下［Ⅱ］と略す）は，それぞれの

出産ロに応じて適時であった。

被調査者は，各病院の産婦人科外来に定期検診のため

に訪れた，妊娠３０～３９週（平均３５．６週）の第一子出

産予定の妊婦である。調査の依頼は，外来窓口で担当看

護婦によってなされた。条件は，第一子出産予定である

こと，妊娠後期であること，医学的間魑がないこと，の

３点である。その結果，［Ｉ］については126名（回収

率85％)，［Ⅱ］については80名（回収率９８％）の協力

が得られた。［Ｉ］から［Ⅱ］での被調査者の欠損は，全

て里帰り分娩等による出産病院の変更に起因していた。

手続き実施要領は，各病院の都合上若干異なる点が

あるが，基本的には次の要領である。外来にて該当する

妊婦に［Ｉ］を配布し，回収する。［Ｉ］を実施した妊婦

が'１１産後，在院期|Ｈ１中（出産後１週'1M)ｲ)に［１１］を配布

し，退院までに回収する。

これら一連の手続きは，担当看護婦によってなされた

が，縦断研究の性質上，［Ｉ］と［Ⅱ］が同一被柵査者に

渡るよう留意すること，また，［Ｉ］の回収が確認され

るまでは［Ⅱ］の配布を行なわないこと，を厳守しても

らった。なお，［Ｉ］と［Ⅱ］との被調査者の同定は，無

記名のため，subjectno．またはカルテ番号によって確

認した。

被調査者の産後状態による［Ｈ］の実施の可否は病院

側に委ねたのであるが，幸いにもそのために実施を見合

わせた事例は見られなかった。

調査票（表１）［Ｉ］は30項目，［Ⅱ］は23項目で

禰成されているが，本論では，主に次に掲げる10項目に

ついて言及する。これらの10項目は［Ｉ］［Ⅱ］に共通

の項１１であり，大別して３つの測度から織成されてい

る。それらは，

・情緒的測度

①幸福感の②後悔感③育児不安④夫の喜び

・観念的測度

⑤出産観の⑥子ども観⑦育児観⑧母親観

・生活的測度
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①「幸福感」

現在，妊娠していることが(出産してハ

イ．とてもうれしい(良かった）

戸．うれしい(良かった）

へどちらとも言えない

二．あまりうれしくない(良くなかった）

水．まったくうれしくない(良くなかった）

②「後悔感」

現在，妊娠していることを(出産したことを)，

イ．とても後悔している

ロ．後悔している

ハ．どちらとも．商えない

二．あまり後悔していない

ホ．まったく後`悔していない

③「夫の喜び」

あなた自身，現在あなたの夫が今回の妊娠(出産)を

喜んでいると思われますか。

イ．とても:脚:んでいると思う

ロ．喜んでいると思う

ハ．どちらかわからない

二・あまり灘んでいるとば思わない

水．喜んでいるとは思わない

④「育児不安」

これから迎える出産後の（始まる）青ルーついて，

イ．とても不安

ロ．やや不安

へどちらとも百・えない

二．あまり不安ではない

ホ．まったく不安ではない

⑤「出産観」

あなたの人生にとって，出産はどういう恋味をもっ

ていますか（もっていると現在お考えですか)。

イ．人生鮫大の出来事

＝．比較的大きな出来事

へそれほど大きな出来事とは思わない

二・人生の一コマにしか過ぎない

⑥「子どもilM」

あなたは，子どもはどういうものだと思いますか

（と，現在お考えですか)。

イネＩｌｌや天から授かるもの

ｐ、ｌ]然にできるもの

′､、計画的につくるもの

⑦「母親観」

生まれてくる（きた）子どもは，あなたを必要とし

ていると思いますか。

イ．とてもそう思う

ロ．そう思う

ハ．どちらとも言えない

二．あまりそう思わない

木．まったくそう思わない

③「育児観」

子どもを育てるということは，（現在の)あなたにと

ってどういう愈味をもっていますか。

イ．生きがいができる

ロ．どちらとも言えない

ハ．自分の生きがいが犠牲になる

⑨「授乳方法」

出産後(今後)，順調に母乳が出るとしたら，

イ．母乳だけで育てる

画．母乳と人工乳で育てる

ハ．人工乳だけで育てる

⑩「就労希望」

あなたは'11産後(現在)，御自身のl11iI業についてどう

考えておられますか。

イ．IIJ業三Ｍi}でやっていく

戸．すぐにでも職業をもちたい

ハ．子どもが幼稚園に入ったら職業をもちたい

二．子どもが小学校に入ったら職業をもちたい

ホ．子どもが中学校に入ったら職業をもちたい

へその１m（）

＊各質lM]甑IZ1のカッコ内は［Ⅱ］でのliiI111方法を表す。

*＊これは実際に実施された質ＩＩＩ項|]であり，表２－１１では，コーディングがなされている。

⑨授乳方法⑩就労希望

である。

また，［Ⅱ］の最後に設けた自由紀述の欄についても，

予想以上に多くの記述が得られたため，若干の考察を加

えることにする。

分析本研究は妊娠後期と産後在院期llUF1Iとにおける

妊産婦の心理的変容の方向性を問題にしており，さら

に，尺度上の難点も力Ⅱわっていることから，符号検定

(signtest）が用いられた。

結果

1．情緒的測度

まず，’１１１j緒的測度における結果について述ぺる。愉緒

的測度には，妊産llii}自身の喜び，後Wti，育児不安，およ

び夫が喜んでいると思うかどうかの妊産婦の認知が含ま

れている。麦２．３．４から分かるように，妊娠後期にお

いてほとんどの者が後悔することなく喜びを感じ，また

自身の象ではなく，夫も喜んでくれていると感じてお
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表５「育児不安」

・これから始まる育児について
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表２「幸福感」

･妊娠している（出産した）ことが

１、Ⅱ’’５１４１３１２１１１１計｜％

llii1】
とても嬉しい：

嬉しい：

どちらとも：

あまり：

全く：

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

５
４
３
２
１

ＪｌＯ１Ｏｌｌ５１６

ｒ
し

Ｄｌｌ３９１４８ｇ

【）１８

ｒ
Ｌ

芋'二I｢剴万1で:剖證I型
８０１１０Ｃ

【１０１５－（肌

表３「後悔感」

･妊娠（出産）したことを

いている。わが子との対面を果してより現実的実感とな

るからか，産後においては，どちらとも言えないといっ

た唾昧な回答は減っており，約６９％の者が育児不安を

訴えている（表５)。

2．観念的測度

次に，情緒とは異なり，比較的長期に渡って一貫性を

示すと考えられる観念的測度について見てふる。「出産

観」は，出産という出来事を自己の人生の中で位置づけ

てもらったものであるが，出産前後を問わず，大きな出

来事と捉えていることが分かる（表６)。しかし，個々

の事例をﾚﾑてみると，１１１産後，大きな出来事であると捉

え直した荷もいる一方で，さはど特別視するほどの事で

はないと考えるようになった者もあり，出産事態および

その医学的処瞳が媒介となっていることが，充分に考え

られる。

表６「出産観」

・出産は人生にとって

ＩＴＩ’'５１４１３１２１１｣’１１１計｜％

０
０
０
０
０

０
０
０
０

２
１
３
１
０

６
１

80.5

14.3

ａ９

Ｌ３

０．０

全く：

あまり：

どちらとも：

やや後悔：

とても後悔：

０
１
２
０
０

６
１

２
０
１
１
０

０
０
０
０
０

５
４
３
２
１

0１

ＤｌＯｌＣ

DｌＯ－ＯｌｑＯｌｌｌＣ

表４「夫の喜び」

･夫は現在……と思う

エ、Ⅱ’'514131211|計|鑑
とても喜んでいる:５１
喜んでいる:4１
どちらとも:３

あまり:２

全〈:1１

０
０
０
０
０

２
５
２
１
０

５
２

０
０
０
０
０

９
５
１
０
０

４
１

３
８
１
１
０

０
２
０
０
０

F1

L｣ ９１３（ヱノＬＵソＬ

合計’6511312101011801100

￣７F-l5E51T扇F耳－，Ｗ「
rl

L」

、ｌ（］

lＢＯｌｌＯＣ
り，その意味ではアンピパレントな反応も見られず，非

常に積極的に，妊娠後期であるという状況を受容する気

持ちを有していることが伺える。産後洲査における，出

産をした事に対しての気持ちにもそれらと同様の傾向が

見られ，やはり出産をしたという事実に対して，積極的

に受容していることが分かる。

しかしその一方で，約65％の者が産Iiiにおいて既に，

これから始まる育児に対して多かれ少なかれの不安を抱

BＩＩｌＯＣ[ＬＯｌ４５－Ｃ

「子どもiiill」については，出産liil後とも７０％弱の者

が，授かりものと考えている（表７)。しかしこの中に

は，計画妊娠である者も含まれている（[Ｉ］［Ⅱ］共１５

名）ことや，無回答および複数の回答もあったことから

考えると，－次元尺度で回答できないといった質問項目
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表７「子ども観」

･子どもとは……ものである

3．生活的測度

般後に，１１１塵退院後の生iiliについて項目設定をしたの

であるが，純粋の希望として問われているのか，個々人

の置かれた社会的制約下における，その中での選択範囲

として問われているのかが，明確にされていなかったこ

とを断わっておく。

母乳か人工乳かの論争は未だ絶えないが，かなりの母

乳指向が見て取れよう(表10)。即ち，人工乳だけで母乳

は与えない，という者は［Ⅱ］ではおらず（[Ｉ］でも１

名)，人工乳との併用を含めて，全ての者が母乳で育て

ようとしている。なお，就労希望（表11）については，

心理的変容の結果のところで述ぺることにする。

I、nll3121lllmfl謡
授か

でき

つく

●
●
●
●
●
●

る
る
る

３
２
１

８
３
０

４ ２
３
７

２
８
７

５
１

67.5

23.4

９．１

２
９
］
０

１

合計’5111411211771100
鈴Ｉ 6６．２１１８．２１１５．６ 100

自体の問題もある。

妊産婦が，子どもにとって母親は必要な存在である，

と考えているかどうかを調査したのが,表８の「母親観」

の項目である。これについては，産前・産後とも，大多

数の者（それぞれ９３％,96％）が，自分は子どもにとっ

て必要な存在である，と考えている。実感としてではな

いのかも知れないが，母親としての責任をMl1じているも

のと思われる。さらに，子どもが生きがいとなるかどう

かを問うた「育児観」においても，産前・産後を通し

て，多くの者が生きがいができる，と考えており（表

9)，その点では情緒的測度同様，母親となる（母親であ

る）ことを積極的に受容していることが分かる。

表８「母親観」

・母親は子どにとって

表１０「授乳方法」

･授乳は

ＩＬＯｌＩ１０（

表１１「就労希望」

･就労の時期は

Ⅱ、Ⅱ’'514131211|計|鉛
ＤｌＯｌ0１１４９１６

ＤｌＯｌｌｌｌ９１２ｇ
r1

LI

反人字後：４１１Ｃ DｌＯｌＣ

ＯｌＯｌＣ
変人字侈

ＯｌＯｌＣ

ＤｌＯｌＯｌＯｌＯｌｌＯｌＯ－(］
【）ｌＯＩＯｌＢ

[）Ⅱ８０１１０（
５１B１１６７Ｉ１０Ｃ

).０１１１００
､（

表９「育児観」
4．心理的変容

まず，情緒的測度についてであるが，先に示したよう

に，ほとんどの者が妊娠後期から産後在院期間中にかけ

て，一貫して受容的反応を示していた。表12に示したよ

うに，変容に注目してふると，より否定的になった者よ

りもより肯定的になった者の方が有意に多いことが分か

る。即ち，「幸福感」「後悔感」では，妊娠後期において

既に，かなり受容的であったのが，出産を経てさらに受

容的になっている（符号検定の結果［以下略］それぞれ，

･育児は

'、Ⅱ’'３１２１１１:'1％
生きがい：３

どちらとも：２

生きがいが機牲：１

5５

１０

０

２
１
０

１

０
１
０

７
２
０

５
２

72.2

27.8

00

計’’６５１１３１１１１７９１１００合

％ 82.3 1６．５１１．３１１１００
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表１２「心理的変容」（符号検定） 分かる（p＜0.05)。先述の，希望と現実との混乱が顕著

に見受けられたのが「就労希望」の項目である。という

のも，この項目には無回答・複数回答に加えて，“産休

中である”とか“自営業である',といった付記が数多く

見られたのである。ただ，有意ではないが，就労を少し

ずつ遅らせる傾向は見て取ることができる。

考察

本研究には，項目設定の不備や各項目１１０にどのような

関連があるかについての分析がなされていないこと，な

どの問,幽点はあるが，本研究の結果から，以下の３点が

暫定的・部分的にせよ確認されたことと思う。

１）出産体験そのもの，およびその延長としてのわが

子との対面・接触・授乳等の体験が，産婦の情緒に影響

を及ぼすことは必至であり，それも不快な方向へではな

く，積極的に新しい生命を受容する方向へと，心理的変

容を促す。

２）ある極の観念は，非潴に固定的であると考えられ

るが，出産にまつわる経験は，その観念を変容させるに

足る衝撃力を有している。

３）わが子との経験は，部分的にせよ，生活設計の修

正を繭極的に甘受させるだけの影響力を持っている。

情緒的変容について，特に強調しておきたいのは，変

容以iiiに，つまり妊娠後期において，既に出産後と同様

の傾向にあり，そしてその傾向が，出産を経てさらに極

端になることである。妊娠後期;こおいては，ほとんどの

妊婦がわが子に対して受容的になっていることは，上田

(1982）が指摘する通り7)であるが，妊娠を知った時’

さ＄なくば胎動初感から高揚してくると考えられている

心理的変容性が，出産過程に到っては『情緒的ピーク』

を迎えることになるのである。このような『情緒的ピー

ク』という考え方は，産後在院期間中の母親の自己愛的

傾『Ⅲ（上'11,］979）や産褥期の精神障害の|川魍などを考

慮すると，全く的外れな推論ではないのではなかろう

か，と思われる。そのことは，自由記述の欄への．〆ン

卜からも伺える。そこには分娩の苦しzA・痛永，出産の

喜び，わが子への感激が，こと細かく記述されていたの

である。また，女性（母親）の強さ・生命の貴さや育児

に対する責任感の認識，自分の両親に対する感謝など，

ある種の観念の変容を訴える者もあった。このような情

報も，今後の研究へつなげていくことが肝要である。

しかし，本研究で扱われている「出産」には，わが子

との対面・接触・授乳といった相互作用がすでに含まれ

ていることには充分注意しなければならない。というの

Ｎｌ＋

福盛

梅盛

の喜び

児不安

幸
後
夫
育

＊＊叩

中本

＊＊

０
７
０
０

８
７
８
８

９
５
８
０

２
１
１
２

４
２
５
２
２

出
子
母
育

産槻

ども観

親観

児槻

＊＊

０
７
０
９

８
７
８
７

５
７
９
３

７
３
６
０

１
１
１

＊

授乳方法

就労希望

＊
7９

６７

10

11

２
５

＊ｐ＜､０５＊＊Ｐ＜･０１鉢＊ｐ＜･001

ｐ＜0.001,ｐ＜0.01)。そのことは夫の喜びにも反映さ

れ，出産後はさらに多くの者が，夫も喜んでいる，と感

じ取っていることがわかる（p＜0.01)。しかし育児不安

については，半数以上の者が回答を変更したのにもかか

わらず，一貫した方向が見られず，新生児の状態や，わ

が子との対面・接触・授乳といった経験的要因が，大き

な影響を与えたのではないかと推測できる。

次に，観念的測度の分析結果であるが，４項目のうち

｢出産観」「育児観」の２項目において，有意な変容が見

られる（それぞれ，ｐ＜0.01,ｐ＜0.05)。「出産観」が変

容することは驚くに当たらない。なぜならば，出産その

ものを実体験したのであるから，以前の観念が修正され

るの､不思繊ではないからである。しかし，出産をより

大きな出来事だと再認識した者の方が有意に多いこと

は，注目に値する。「育児観」でI土，生きがいを見い出

す方向に変容した者の方が有意に多いが，変容をした絶

対数がそれ程多くないこと，あくまでも在院FIIの調査で

あり，帰宅後の社会生活を営んだ上での観念ではないこ

とを念頭におく必要がある。さらに，わずか１例ではあ

るが，生きがいが儀牲になると捉え直した者もいる点に

は留意しておかねばならない。「子ども観」「母親観」

については，一貫した方向への変容は見い出されていな

い。しかしこれらも，今後の育児過程の中で変容してい

くものと思われる。もっとも，変容の方向は，個々人の

育児体験に大きく依存するため，現段階での予測は不可

能である。

最後に生活的測度の分析結果に言及しておく。「授乳

方法」については，変容した絶対数が少ないことには注

意を要するが，有意に母乳指向へと変容してしることが
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は，出産そのものではなく，それにﾙﾋﾞく母子相互作用が

心理的変容に大きな役割を果していると考えられるから

である。“お乳を含蓄せているとき実Ｉ僅が湧いた'，“初め

て見たとき感1m)して涙が出てきた”という記述が目立っ

たことからも推察することができる。もっとも，縦断研

究のデザインとしては，この問題は克服されi\ないのが

現状である。

さらに，水研究では医学的諸要因についてのデータが

収集されていない。妊娠期間において，プロゲステロン

やエストロゲンといったホルモンが璽妥な役削を果して

いるわけであるが，それらは分娩後急激に低下すること

が知られている。そのような内分泌系における変化が，

妊産婦の心理的諸問題を誘発させる（Ｋ､Dalton，1980）

可能性も，今後併せて考えていかなければならない。

産後在院期|Ｍ｢'１において，座jIiT}はｌＷｊ緒的ピーク』を

迎え，子どもを受容する準(iiiは元分に整っているものと

考えられる。このことは，今後の育児のFiIで，巫要な土

台（望まれた子どもであり望まれない子どもではないと

いう意味で）ができていることを示唆しているが，決し

てその後を予測し得るものではない。なぜなら出産過程

はあくまでも出産過程であって，育児過程とは木口的に

異なるからである。『情緒的ピーク』という者え方が叉

け入れられるならば，図ｌのような仮想的過程モデルも

想定できるのである。即ち，妊娠・}11座過程の心理は，

一種独特のものであり，母親としての怠識に多少の影響

力は有するものの，結局は，受胎までに形成されてきた

パーソナリティを多分に反映したものであるのかも知れ

ない。あくまでも仮想的過程モデルであるが，「生糸の

母より育ての母」ということばもある。初産Ai}だけでな

く，経産妬をも対象にすることによってある程度解uUで

きるのではないか,と考えている。そのためにも,組織的

な長期的縦断研究が待たれるところである。もちろん，

広く受け入れられるような「母性」の操作的定義の砿立

も早急lこなされるべきであることは言うまでもない。

非常に多くの問題点を残しながらの研究ではあるが，

女性が母親となる過程には，特に今後，充分なスポット

が当てられなければならないとりiiJ感している。“この気

持ちは，実際に出産経験をした女性にしか分からないと

思う'，（調査頭より）という記述からi想像できるように，

とかく男性がこの極のことに識手しようとすると，母親

批判の材料探しのごとく思われがちであるが，そうでは

ない。避妊法を教えもしないで，人工妊娠中絶は法に背

く，といった悲劇（Association〈Choisir>，1987）と同

様，いわゆる親教育（この場合は親準(術性数育とでも言

あ
る

筵
の
測
度

受一･･→出州←……．…．…→
胎妊娠産宅育児

図［仮想的過程モデル

おうか）もされないまま，母親として失格だとか〆母性

喪失だとかいった議論の非生座|/|：．不毛性を感じるから

である。当然のことながら仕方がないでは済まされるも

のではなく，ｽﾄﾞｼﾞ|：（1975）の仮説のような測吹がlﾘ]随に

されれば，資するところは非常に大きいであろう。

註釈

ｌ）脇I|<報告では，かなり１sラーマティックに1ﾘ性喪失と

「・どらのriif害のＭ１Ⅱしづけがなされているが，その意
味では|卜i懸性に乏しいものもある。

２）女性}こ「産む(];」というレッテルをL1iり付けている，
という批判（c､9.1Y木やよひ（縮）１９８５識のため

に二Ｊどもを産むか性と生航のフィロソフィーオリ

ジン）があるが，「産まなければならない性」と汀
っているのではないｓただこの極の論誠には，生ま

れる子どものli11からの視点が欠けていることを指摘
しておきたい。

3）上[１１（1979）によると，「産褥期の母性窓繊といわれ
るものは非71irに不安定であり，（]J親はまだI:1分が周

IJllからの|Ｈ１心の｢|可心であると感じているし，子ども

を自分の''1亘ハル業縦のように感じている」（p,２９）
のである。

4）「実施日」のＩＭの配linが悪かったのか記入iii)九が目
立ったため，出産後の経過日数が分からない。た
だ，１週１１１１内であることだけは確かである。

5）［Ｉ］と［Ⅱ］で“うれしい”から“良かった'，と表
現を変えてしまったために，純粋に同一項目とは言
えないことに捌迩しておく必要がある.

6）久７１｢漣之と佐藤郡術（1985）の詞査項目を採用した。
結果､，には，本研究の方が「授かる」意識が-1Tし
てi1.5かつたが，「つくる」恋謙への変容がある極度
鰍ぬられる点で(よ一致している、

7）ここで上｢１１は，妊娠期llll11n-1Tして否定感|iiiを持ち
就ける者はほとんどおらず，胎動の実感と共に1『定
感ＩｉＩｉに変わっていくのが通術だ，としている。先の
大日lrI（1981）の結果と立つ内から対立しているわ
けであるが，これも砿Iiliiたるi}11度がないことに起因
していると言えよう。
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